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1 .は じ め に

1999 年 4 月に施行された「感染症の予防お

よび感染症の患者に対する医療に関する法律」

(以下感染症法)の三類感染症である腸管出血性

大腸菌(enterohemorrhagic Escherichia coli:EHEC)
感染症は、診断した医師による全数届出が義務

付けられている。国内での EHEC 感染症の届

出数は年間約 4 千件前後で推移しているが、学

校給食などを原因とした集団例は激減したもの

の、飲食店等での発生は後を絶たない 1)。例年

夏期に流行のピークがあり、冬期に減少する特

徴がある。血清型(O 群)では O26、O111、O157 
(以下主要血清型)が高頻度に分離されているが、

近年は minor serotype (主要血清型以外)と言わ

れる血清型が漸増している 2)。今回は感染症法

施行後、2000 年 4 月から 2010 年 3 月迄の 10
年間に群馬県で届出された EHEC 感染症にお

いて、感染症法第 15 条(感染症の発生状況、動

向及び原因の調査)の規定により、本県の感染

症発生動向調査に基づき患者と無症状病原体保

有者の同意を得て収集された EHEC を用いて、

血清型別試験、ベロ毒素(VT)型別試験、薬剤感

受性試験を実施したので、その概要を報告する。

2 .対 象 と 方 法

2.1. 供試株

感染症法(三類感染症)により届出となった患

者および無症状病原体保有者から分離され、届

出先の保健所により医療機関、衛生検査所等か

ら当所へ搬入された EHEC 681 株を使用した。

2.2. 血清型別試験

血清型別試験(O 群型別)は、供試株を普通寒

天培地に好気的条件下、37℃で 18 時間培養し、

100 ℃で 60 分間加熱処理し、遠心分離したも

のを試料として、病原大腸菌免疫血清「生研」

(デンカ生研)を用いて凝集の有無を確認し判定

した。O 群型別が不能であった供試株は OUT 
(O- untypable)と表記した。

2.3. 毒素産生性試験と遺伝子の検出

VT 産生性試験と VT 型別は VTEC- RPLA
「生研」(デンカ生研)を用いて行った。PCR 法

による VT 遺伝子(vt1, vt2)の検出は、VT 産生

に関与するバクテリオファージの塩基配列をも

とに設計し、受託合成したオリゴ DNA 標品を

使用した。

2.4. 薬剤感受性試験

Clinical and Laboratory Standards Institute 
(CLSI)の実施基準に準拠し、Kirby-Bauer 法に

て市販の感受性試験用ディスクを用いて行った。

薬剤はアンピシリン (ABPC)、ピペラシリン

(PIPC)、セフメタゾール(CMZ)、ストレプトマ

イシン(SM)、カナマイシン(KM)、ゲンタマイ

シン(GM)、テトラサイクリン(TC)、クロラム

フェニコール(CP)、ホスホマイシン(FOM)、ナ

リジクス酸(NA)、オフロキサシン(OFLX)、ス

ルファメトキサゾール・トリメトプリム(ST)の
12 種類を使用した。

3 .結 果

3.1. 分離状況

供試株の年度別の血清型および VT 型を表 1
に示した。血清型は OUT、O15、O26、O103、
O121、O111、O145、O157 の 8 種で 681 株が

分離された。内訳は、OUT が 1 株(0.1 %)、
O15 が 1 株(0.1 %)、O26 が 161 株(23.6 %)、* 現 西部保健福祉事務所

 
－ 62 －



O103 が 3 株(0.4 %)、O121 が 2 株(0.3 %)、
O111 が 51 株(7.5 %)、O145 が 4 株(0.6 %)、
O157 が 458 株(67.3 %)であった。主要血清型が

全体の 98.4(670/ 681) %を占めていた。2006 年

度は保育園の集団例で O26 の数は増加したが、

EHEC 全体の分離数は年度により増減していた。

血清型と VT 型との組合せでは、O26 VT1 産生

が 139 株(20.4 %)、O157 VT2 産生が 129 株

(18.9 %)、O157 VT1-2 産生が 326 株(47.9 %)で
全体の 87.2(594/ 681) %を占め、EHEC で高頻

度に分離されるタイプであった。主要血清型の

中でも O111 VT2 産生株は分離されず、O26 
VT2 産生株、O157 VT1 産生株は分離数が極め

て低かった。minor serotype EHEC は 2005 年に

O145 が分離され、2007 年以降は OUT、O15、
O103、O121、O145 の 5 種類が分離された。

3.2. 薬剤感受性試験

各血清型における薬剤感受性試験の結果を表

2- 5 に示した。供試した 681 株のうち、251 株

(36.9 %)が 12 剤の何れかに耐性であった。NA
耐性は O111 で 1 株分離されたが、フルオロキ

ノロンの OFLX 耐性株は、何れの血清型でも

分離されなかった。O26 では 161 株中 119 株

(73.9 %)が 1 剤以上の薬剤に耐性を示した。

O26 の薬剤耐性パターンでは、ABPC 単剤に耐

性が 29 株(24.4 %)、SM 単剤に耐性が 16 株

(13.4 %)、ABPC、SM に耐性が 22 株(18.5 %)、
SM、TC に耐性が 33 株(27.7 %)で、耐性全体の

84.0 %を占めた。2006 年度に ABPC、FOM 耐

性株、2009 年度に FOM 単剤耐性株が各 1 株分

離された。O111 では 51 株中 17 株(33.3 %)が 1
剤以上の薬剤に耐性を示した。O111 の薬剤耐

性パターンでは、ABPC 単剤に耐性が 2 株

(11.8 %)、他は ABPC を含む 3～5 剤耐性が 15
株分離された。O157 では 458 株中 109 株

(23.8 %)が 1 剤以上の薬剤に耐性を示した。

O157 の薬剤耐性パターンでは、ABPC 単剤に

耐性が 33 株(30.3 %)、SM、TC に耐性が 12 株

(11.0 %)、ABPC、SM、TC の 3 剤に耐性が 22
株 (20.2 %)で耐性全体の 61.5 %を占めた。

minor serotype EHEC の薬剤耐性パターンでは、

O103 で ABPC 単剤耐性が 1(1/3)株、ABPC、

SM、TC 耐性が 1(1/3)株、O15 で SM、TC、

FOM 耐性が 1(1/1)株、O145 で ABPC、SM、

KM、TC 耐性が 2(2/4)株、OUT で ABPC、SM、

TC、ST が 1(1/1)株であった。O121 の 2 株は使

用した 12 剤に感受性であった。

4 .考 察

EHEC 感染症はヒト→ヒト感染や食品・食材

等の媒介により、散発例や集団例が発生してい

る。2009 年に地方衛生研究所から国立感染症

研究所感染症情報センター(IDSC)に報告された

EHEC 感染症の血清型は、O157 が全報告数の

64.4％、O26 が同 23.2％で全体の 87.6 を占め、

本県における 10 年間の同血清型の分離頻度

(90.9％)と概ね一致していた。近年は市販され

る病原大腸菌免疫血清混合 9 の単身血清(O74, 
O91, O103, O121, O145, O161, O165)等の血清型

である minor serotype EHEC が漸増傾向にある。

EHEC は大腸菌へのバクテリオファージの溶原

化によって VT 産生性が獲得されるので、血清

型別不能である OUT や minor serotype では、

VT 産生と VT 遺伝子の確認が不可欠と思われ

る。本県では 2005 年に O145、2007 年に O103、
O121、2008 年に OUT、O15、O103、2009 年に

は O103、O145 と徐々に散見されているが、何

れも散発例で国内での関連は不明であった。薬

剤感受性試験での耐性率(1 剤以上)は、O157 は

23.8％ (109/458)であったが、 O26 は 73.9％
(119/161)と極めて高かった。O26 は O157 に比

べ耐性化の強いことが示唆される。薬剤別では

ABPC、SM、TC における耐性が顕著であった。

KM 耐性株は O157 では一株も見られなかった

が、O26、O111、minor serotype には複数存在

した。興味あることに、EHEC 感染症の治療に

汎用される FOM に耐性を示す株が 2006 年と

2009 年に O26 から 2 株(2 件)、2008 年に O15(1
件)から分離された。疫学調査の治療歴では、2
件は診断時に FOM が処方されたが、後に他の

抗菌剤へ変更されていた。第一選択薬への耐性

化は、治療が長引くばかりでなく、重篤な合併

症を引き起こすので、動向に注視する必要があ

る 3)。以上のことから、感染症発生動向調査に

おいて、EHEC の分析データを集積することは、

長期的な感染症対策に有用であると考えられる。
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血清型 毒素型 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 小計

OUT VT 1 1 1
O15 VT 2 1 1

VT 1 2 28 9 8 6 4 56 3 11 12 139
VT 2 5 1 6
VT 1-2 12 2 1 1 16

O103 VT 1 1 1 1 3
VT 2 1 1
VT 1-2 1 1
VT 1 2 1 1 5 7 1 4 21
VT 1-2 1 5 17 3 1 3 30

O145 VT 2 3 1 4
VT 1 1 2 3
VT 2 6 9 9 14 18 4 23 18 16 12 129
VT 1-2 13 42 19 10 48 33 37 48 43 33 326

合 計 28 86 49 33 90 56 125 72 81 61 681

O157

O26

O121

O111

表 1 EHEC の血清型とベロ毒素型

表 2 EHEC O26 の薬剤耐性パターン

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 小計

ABPC 3 3 13 4 6 29
SM 12 3 1 16
FOM 1 1
ABPC SM 21 1 22
SM KM 1 1
SM TC 31 1 1 33
ABPC FOM 1 1
ABPC PIPC SM 5 5
ABPC SM KM TC 1 1
ABPC SM TC ST 1 4 5
ABPC GM TC ST 1 1
ABPC TC CP ST 3 3
ABPC SM KM TC CP 1 1
合計 26 13 3 2 4 50 0 9 12 119

耐性パターン

 
－ 64 －



2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 小計

ABPC 4 15 6 4 3 1 33
SM 2 1 1 2 6
TC 1 1 1 1 2 3 9
CP 2 3 5
ABPC SM 1 1 1 3 6
ABPC TC 2 2
SM TC 2 3 1 3 2 1 12
TC CP 1 1
CP ST 1 1
ABPC PIPC SM 1 1
ABPC SM TC 1 1 1 2 1 1 3 5 7 22
ABPC SM ST 1 1 2
SM TC ST 1 1
ABPC PIPC SM TC 1 1 2 1 5
ABPC PIPC SM ST 1 1
ABPC SM TC CP 1 1
ABPC SM TC ST 1 1
合計 3 5 12 21 6 3 12 9 18 20 109

耐性パターン

表 4 EHEC O157 の薬剤耐性パターン

2005 2007 2008 2009 小計

O103 ABPC 1 1
O103 ABPC SM ST 1 1
O15 SM TC FOM 1 1
O145 ABPC SM KM TC 2 2
OUT ABPC SM TC ST 1 1

耐性パターン

表 5 minor serotype EHEC の薬剤耐性パターン

2000 2001 2003 2004 2005 2006 2008 小計

ABPC 1 1 2
ABPC SM TC 2 3 5
ABPC CMZ SM TC 1 1
ABPC SM KM TC 1 2 1 4
ABPC PIPC SM KM TC 4 4
ABPC SM KM TC NA 1 1

合計 1 5 1 2 3 1 4 17

耐性パターン

表 3 EHEC O111 の薬剤耐性パターン
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